３、ポスター
　まず、ポスターのデザインを募集する。絵が得意な方にお願いする、又は企画にお願いでも可。ポエムのようにして、机の上にポスターデザイン募集の冊子を置いても良い。印刷所は上村プリント（代表取締役　上村一男、〒860-0862　熊本市黒髪7丁目158－7、Tel.096－338-0855、Fax.096－338-0835、E-mail.　uemura-print@s4.kcn-tv.ne.jp）にお願いする。
デザイン案がある程度まとまったら、印刷所にアポを取って下書きを持っていく。校正を作っていただけるので、誤字・脱字、数字の間違えがないか等を確かめる。確認後、印刷所の方に持っていき、それをもとに新たに一枚作ってもらう。校正を繰り返してポスターを完成させる。
　ポスターを早く作ってしまうためには、ポスター下の広告と後援を早く取ることが必要。ポスター下は中央自動車学校（担当　矢津）にお願いするのが良い。
　ポスターに載せる内容としては、前年度の物を参考にする。主催・催事名・日時・場所・料金・後援・ステージ名・曲目・（取れれば）広告は必須。問い合わせを入れていた方が良いですが、個人の電話番号が載ることになるので、その年の方針次第です。

· 最初に印刷所に行ったときに印刷物の見積もりを立ててもらっておくこと。
· データで作るときは、あまり端までフォントを持ってこないようにするのが良い。同じ大きさでぴったりつくってしまうと、印刷屋さんが位置を合わせるのが大変になります。印刷屋さんはイラストレーターを使っているので、ソフトを持っていればそれを使ってレイアウトを考えると良い。
　ポスターが完成したら、部員をポスターツアーに行かせる。ポスターツアーとは、お店等にお願いしてポスターを貼ってもらい、ポスターによる宣伝を行うこと。このとき、貼ってもらったお店には、招待券を2枚渡す。そのためポスターとチケットは同時に作らなければならない。ポスターが早くできれば広告取りと一緒に行くこともできるようになるので、早く作る方が望ましい。ポスターによる宣伝の効果は、アンケートなどを見ていてもかなり大きいので、しっかり呼びかけを行うこと。但し、当日使う分は残しておく。
　“ポスター貼り”の具体的方法

1. 市内の商店＜　　　＞ 
2. 市内の公共施設・ホール等＜　　　＞ 

公共施設は市民が多く集まる場所です。市と教育委員会の後援があれば、快く貼ってくれます。また、同時にビラも数十枚置かせてもらいます。かなり多いですが相当の効果があるので頑張りましょう。主な施設を以下に書いておきます。
大江公民館(2枚)

産業文化会館(1枚)

益城文化会館(2枚)

市民会館(1枚)

菊陽図書館(1枚)

県立劇場(3枚)

· 熊本大学学生寄宿舎について

いわゆる熊大寮ですが、ここは許可を取れば自由にどこにでも貼って良いということになっています。寮の組織として委員会というのがあり、その執行委員長の許可を取ったら、ポスターを貼って回ることができます。
3. 大学内＜　　　＞ 
「8、学内・他大学へのポスター貼り」を参照。
4. 学校・団体回りで使用＜　　　＞ 

「７、学校まわり」参照。
5. プレイガイド＜　　　＞ 

プレイガイドでチケットを販売します。ポスターを貼っておかないと、チケットを売っていることが伝わりません。詳しくは「10、プレイガイド」を参照。
6. 演奏会の当日使用＜　　　＞ 

演奏会当日に会場前（周辺）に貼る分を若干枚残しておきます。当日ポスターを見て飛び入りで来てくれた方もいました。
　“ポスター貼り”を行う時期について

早すぎてもはがされる可能性がありますし、遅すぎてもあまり見てもらえないので、演奏会開催の１～２カ月ぐらい前が良いでしょう。事前にしっかりとした計画を立てておきましょう。

　“ポスター貼り”についての注意事項

街頭に貼る場合、場所によっては違法になることがありますので注意して下さい。
お願いして貼ってもらう場合は、礼儀に気をつけましょう。
大学周辺のお店は土日に営業していない場合が多いので注意して下さい。
ポスター製作の時点での話ですが、お問い合せ先の電話番号には、携帯電話の番号も載せた方が良いでしょう。特に演奏会前は、情宣活動、話し合い、練習等で家を留守にすることが多いと思います。しかし、問い合わせを留守番電話に入れてくれる人は少ないと思います。FAXを持っている人がいる場合は、その番号も書いておくと良いでしょう。
演奏会終了後は直ちに（できれば次の日に）ポスターを回収して下さい。このようなことをきちんとしておかないと、次年度以降貼ってもらえなくなります。

《オマケ》チラシとポスター
　コンサートはまず知ってもらうことから始まります。知ってもらって初めて聴きにいこうか考えられるのです。そのためにはまずチラシとポスターが必要ですね。

1.デザイン

　世間一般の広告と同様、デザインで見てもらえるかどうかが大きく変わります。ではどうやってそれらしく見せれば良いのでしょうか。

・コンセプトを決める
例えば映画音楽とかどこか国の音楽を集めてみましたとか。それに沿ったデザインを目指しましょう。

・写真を使う
描けないのであれば本物を使いましょう。コンセプトに合う良い写真であればそれらしく見ることができます。但し、カラーにしたり、細かい写真になると印刷料が高くなるのでご注意下さい。


・絵は描かずに図形と文字で
中途半端に絵を使うと安っぽくなり演奏会の品位を落とします。センスがあれば図形と文字でも充分良いデザインを作ることができます。

・部としての統一デザイン
優れたデザインを団のデザインとしておいて、それを使い続けるというのも効果があります。定着すれば「そのデザイン＝楽団」という公式がお客様に成り立ち、宣伝効果も上げることができます。

2.ポスターを貼る

　都会でポスターを貼るのは非常に難しいです。どこに貼るのも許可が要りますし、駅はお金が必要なところもあります。となると、公共施設の掲示板や、地域の掲示板などに限定されてしまうことになります。
　そこでポスター貼りをお店にお願いに行くという方法を取るのです。部員全員で行い、貼らせてくれたお店には招待券をプレゼントして、そこからも集客を図る。
　この方法をやっている楽団に話を聞くと、一回の演奏会でこの方法でプレゼントした方々から100人以上集客があるそうです。労力はかかりますし、部員への説得は難しいですが、この効果は絶大です。

3.チラシを配る

　チラシの配付方法は以下の方法が考えられます。

· 他団体の演奏会への挟み込みを行う 

· 公共施設に置く 

· 招待券送付時に同封する 

· 公共掲示板などに貼る 

· 部員に配布してもらう 
チラシは配ってナンボの世界です。演奏会の広報と言う意味もありますが、部の活動の広報と思って、できるだけ多くの場所に、たくさん配ると良いでしょう。
